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　すなわち，メラノイジンの生成はグリコシルアミノ酸

からHMFとアミノ酸ができ，それが再び反応して色素

になることはこの面から考えても疑わしくなる・

　4）　常圧加熱における着色

　以上の実験は，いずれも加圧加熱した場合の結果であ

る．一・般に常温に行なわれる反応を加圧加熱して反応を

早めるという見地からすれば，上記の実験結果で常温に

おける反応も推定できることになるが，メラノイジンの

生成は温度により異なることが知られているため，常圧

加熱による着色についても一応しらべた．

　すなわち，糖濃度209／100ccのブドウ糖溶液，ブドウ

糖20gにグリシンをアミノ態窒素量にして160　mgを加

え，全量を100ccにしたもの，ブドウ糖209にHMF

100mgを加え全量を100ccにしたもの，ブドウ糖20　gに

HMF100mgとグリシンをアミノ態窒素量にして160mg

を加え全量を100・ccにしたもの，以上4種類の溶液を同

時に100°Cで加熱した・各溶液のpHは5．60にした．第

3図はこれらの各溶液について，加熱時間と着色量の関

係をしらべた結果を示したものである．

　第3図の結果から，ブドウ糖溶液の着色に重要な影響

を持つものはアミノ酸であり，HMFは色の因子として

重要ではないことが明らかになる．

　HMFが存在する場合には着色量が，　HMFの存在し

ない場合に比べて，僅かに増加していることは否定でき

ない．しかし，この量は僅かであり，アミノ酸による増

加量に比べれば問題にならない・

　またアミノ態窒素量を測定したところ，ブドウ糖とア

ミノ酸による着色反応の場合には，アミノ態窒素量の減
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　反応液紛σOC中の組成

・ブドウ糖2吻・HMF100蹴筋ンδ5鈎

ムブド鵬203＋グyシ・856ms

×ブドウve　208・HMF　100ms

●ブドウ糖202

　time（hr）

第　3　図

少が明らかに認められ，一方HMFとアミノ酸による着

色反応の場合には，アミノ態窒素量の変化はみとめられ

なかった．この結果は加圧加熱の場合と全く同様であっ

た．

　以上の結果から，ブドウ糖溶液に微量のアミノ酸やH

MFが共存した場合に，加熱による溶液の着色は主とし

てブドウ糖，およびブドウ糖とアミノ酸の反応によるも

のであり，HMFは色の主要因子ではない・

　ブドゥ糖とアミノ酸の反応による色素はメラノイジン

であると考えられるが，ブドゥ糖とアミノ酸，HMFと

アミノ酸の二つの溶液の加熱着色で，着色量，アミノ態

窒素量の変化などの比較から考えると，メラノイジンの

生成が，ブドウ糖→HMF，　HMF＋アミノ酸→メ

ラノイジンという過程で行なわれるとする説は疑わし

し・．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1960．5．31）
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